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1　研究　目　的

　育児という過程の中での母親と子どもとの結びづき

が，いかに子どもの心身め発達や健康に大きな影響を及

ぽすか，ということにづいては今更ここで述べるまでも

ないが，現在のわが国の母親と子どもとの関係について

みると，そこには多くの歪みや混乱がみられる。母親の

手による子ども殺し事件や，虐待事件の多発，あるいは

育児に関心と愛情を失った母親の増加准どは，こうした

雛の母親達の生活の歪みをそのまま反映したものとい

えよう。

　今回の研究はそのように混乱状態にある母子関係を，

母親の糟神衛生という面からとらえ乳’母親の精神衛生が

どのような状態にあり，どのような型で子ども達の生活

や育児に影響しているか・ということを明らかにしよう

とするものである。　

■　研究方　法

今回の研究は，あくまでも母親の精神衛生という問題

を，幅広く捉え・ その実態を総合的に明らかにすること

を目的としたので・次のごとき方法によ6て研究をすす

めた。

研究A）関連領域からの資料の蒐乗

　母親の精神衛生について研究を行っている小児保健学

糟神医学，産科学，心理学，祉会学など各専門分野の人

々に協力を依頼し，それぞれの立場から母親の精神衛生

に関する研究報告を求めた。

　小児保健学の場合一一愛育病院保健指導部に来所した

ケースの中から・母親の精神衛生に問題をもったケース

を集め，卿1研究を通じて分析を行った。

　精神医学の揚合一慈恵会医科大学神経科外来に来所

したケースの中から周産期において精神障害をもったケ

一スを抽出し∫そゆ患者の親子関係について調査を行り

た。

　心理学の場合一現在までに行なわれた母親の精神衛

生に関する報告や調査統計資料の分析を通じ，母子関係

の分析をマターナルデプリベリションを中ウに行参っ

た。

　社会学の揚合一過去に発表された文献や調査報告な

どを通じて現在の撮親の生活実態を把握するとともに，

養育相談のケースの問題解決の過程から母親の精神衛生

が子どもの生活に及ぽす影響について考察を行なった。

　産科学の場合一一一都立築地産院に来所している妃塵婦

のケースに離し・質問紙を配布し・本人爾精神釈態や身

体状態について調査を実施し，その結果について分析を

行なった。　　　　　　 　
．．．

　．－
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　研究B）母性意識に闇する調査

　現在の母親達がどのような母性意識をもっているか，

ということを，次の項目を内容とした質問紙によって調

査した。

　未婚女子学生の子殺し，、夫婦中心の家庭生活，人工中

絶，離婚，子どもを家においての婦人就労，母子心中，

障害児の施設委託、子どもをおいての夫婦だけの余暇利

用。

　調査の対象は東京都，和歌山県の農村地帯，新潟県下

の中小都市の，幼児をもつ母親を中心に，未婚の短大生

や妊産婦を含め，約3，000名について質問を行なった。

　研究C〉母親の不安に関する調査

　慨甥のもつ不安が，子どもの生活や母親の育児態度な

どにどのように影響するか，ということを明らかにする

ことを目的に，不安尺度を中心にした質問紙を作成し，

東京都，新潟県，宮晦県の農村地帯の幼児をもつ母親約

2，000名に配布し回答を求めた。

　質問項目の内容は，生活環境，夫婦関係，地域との関

係・子どもの生活発育状態や健康状態，育児態度，育児

に関する悩み、不安尺度からなっている。

皿　研究結果及び考察

研究（A）の結果

　小児保健の立揚からは，愛育病院の保健指導に来所し

たケースの中から，母子関係に問題のあるケースを選

び，指導経過を詳細に分析し考察を行なった。

　小児保健指導部の外来に来所する乳児や幼児をもった一

母親の中には，育児に自信を失い，毎日が不安の速続と

いうようなケースや，育児の過程の中で，子どもに対す

る拒否感をいよいよっのらせるケースなど・いろいろ親

の精神衛生に，問題をもったものが見られる。そうした

母親の状態が，子どもに好ましくない影響を及ぼすのは

当然で，拒食，夜泣き，自立の遅れなどの問題行動の発

生を招いている。母親の精神衛生を悪化させる要因に

は，家庭環境や祉会環境などのような環境要因もある

し，本入自身の性格的な偏奇や未成熟のような要因もあ

り，それらのものが出産，育児という過程の中で互いに

働きかけながら，事態の悪化を招くことになるのであ

る。いわゆる育児ノイローゼと呼ばれるような状態の母

親の場合の多くは，幼児的性格の持主で・トレランスに

乏しく，三繭に走り易いため，育児態度が極端に陥りが

ちである。もちろん，子どもに対して拒否的な態度を顕

著にあらわす母親の中には，央婦関係における問題を抱

えているものも多いし，嫁姑関係の対立が原因で，子ど

もに対する態度まで歪めてしまっているようなケースも

あり，環境的な条件も見逃すことはできない。しかしな

がら，今回の研究においても，このような問題をもった

母親の場合でも，保健指導に積極的に参加してくれる母

親の場合は｝子どもの予後も順調なケースが多く，成長

や発達の障害を最小限にとどめること溝可能なこと、は，

多くの症例の示すごとくである。根気強い母親と，保健

指導に従婁する医師や保健婦とg相互の努力がなかづた

なら，おそらく母親の精神衛生に問題をもったケースの

多くは，状態を悪化させていたと思われる，

　鞘神医学の立場からの研究は，神経科の外来に来所し

第1表　慈恵医大精神科外来受診者（女子） 《》内％

疾患名 昭和46年度 昭和47年度 昭和48年度
実数（総数）欝騨馨 実数（総数） 周産期精神

障　　害
実数（総数） 周産期精神

障　　害

精神分裂病

そううつ病

て　ん　か　ん

神　経　 症

心因反応
そ　の　他

総

117（270） 2（1，70》 92（208） 1《1，09） 83（300） 1（1・20》

182（370） 4（2，20》 158（328） 3（L90》 工60（320） 4（2，50》

79（174） 1（1，27》 73（145） 2（2、74》 56（137） 0（　0》

390（784） 7（L79》 360（114） 10《2．78》 383（828） 9（2，35》

59（100） 3（5，08》 60（116） 7《6、67》 48（89） 4（8，33）

232（636） 270（629） 98（299）

計1，059（2，334） 17（1．16》1，013（2，335） 20（1．97）　828（1，873） 18⊂2．17》
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た周産期の母親について行なったわけである。周産期の

母親で神経科の外来を訪れる患者は，毎年全患者の2 ％

前後であり，その内訳は神経症が最も多く，次いでぐう

うつ病，心因反応の順である。分裂症の患者も数例見ら

れたが，．分裂症の場合などは凄前に，優生保護的処置が

どられたりするため・他の種類の患者に比して少ないわ

けである。数例見られた分裂症患者の場合も，育児を他

入の手にまかせてお窮直接子どもに接していない状態

にあったため，母子分離の影響についての問題が考えら

塵ただけであった。 うつ病の場合は，子ども膨対する罪

障感を強く訴えたり，感情の膵痺が見られた動疲労感

、を強‘訴えたりして，育児梁境としては好まレくない状

況においていた。神経症の場合は，不安神経症，強追神

樺が多く見猟子ども瞬し窩異常な｝零ど船さ

を要求したり，清潔保持に気を使ったりして，育児を非

常に歪めたものにしていた。そのような患者の中で，朋

らかに育児が引き金となって発病したと考えられるもの

としては心因反応が多く，そううつ病，神経症の中心も

育児が本人の精神的負担となウて，発病を促したと考えr　r

られるケースが見られる。何れにしても，精神病患者の

場合は・それが重症になれぱ当然・育児の担当の任務か

ら解かれ，母手分離という状態になるので，母親や子ど

も個人に対する働きかけのみに止まらず，家族治療的な

アプ巨一チが是非必要になってくると同時に，地域の人

4㊨暖かい理解と受容が強く要請されるわけである。

く第1表参照）

　心理学の立場からは，母親の精神衛生と子どもとの閲

係をマタ｝ナルデプリベーションの問題にしぽって考

え，その線にそって文献や，今までに行なわれた調査研

究の資料を蒐集し，考察を行なった。マタ』ナルデプリ

ベーションという問題は，さかのぽって考えると，1結

局》母親と子どもとのアタッチメントの欠乏につながる

オ2けであり・ 母子関係を望ましい状態にお’くためには・

アタ ッチメントの強さと安定性ということがまず問題と

なるのである。アタッチメントを欠いた状態における子

どもへの影響については，すでに多くの報告がなされて

いるが，・その中にはアタッチメント行動を強化する最も

強力な存晦である母親｝こよる授乳行為が満定に行なわれ，

ないと，子どもの自主性が円滑ば発逮しないという報告

や，アタジチメントが成立しないままで，マターナルデ

プリベーションが行なわれると，子どもの知覚刺激の欠

乏を招き，r知的発達にも好ましくない影響を及ぽすこと

になるというような報告もある。また，母親自身が過去

の生活史の中で与えられた愛情を，子どもに対しての与

える愛情へと，どのように転化させていくかということ

にも，母親自身の糟神衛生が大きな働きをなすことが考

”えられるが，1残念ながらド現在では1”一部の粟例研究的

な分析がなされている程度で・そうした面についてのよ

り掘り下げた力動的研究が，今後大いに待たれる。

　社会学の立場からは，現在のわが国の母親達の生活実．

態の把握と，養育相談の来所ケースについでの分析か

ら，現在の母親と子どもとの関係における歪みや混乱を

明らかにするごとを試みたわけである。まず，現在のわ

が国の母親達の養育態度についてみると，r方では過熱

した養育がなされ拳反面・他方では子どもに対す る放

任・翻IL子殺し・母子心中など母親の愛情を疑わ胞る

ような亦例が多艶し下℃るのが現状である。養育相麟1ご

来所したケースから，母親の養育態度の歪みにづいて見

ると，母親自身の捉われた固着内容が明確に見られる。

それには，母親の生育史にまつわる家族の鎖を含む個人

・内体験と，社会の鎖にまつわる祉会への過同一化体験，’

子どもの発達志向に対す禰親の安定儲帥体験の3

方向があることが判明した。要するに，この3つの方向

の捉われた固着から働親が脱し・子どもを子どもとして

素直にそのま求認知し，その発達を願い，支持すること』

がなされた時，健全な母子関係といヴものが期待できる・

のである。子どもの心身，．社会にわたる発逮を限定す⑤

最大の要因としては，母親の捉われた固蒼からくる支醗

的排除，拒否的排除とが考えられるが，そのような排除

から生じる母親の捉われた固兼は前述の3方向に見る母

親自身の今日までの主体性の稀薄とによるものである毬

もちろん，現在の母親をレてそうなさざるをえないよう

にさせた母親自身の生育家族，学校教育，培域し文化べ

社会め状況が基盤的にそこ．1こあるのは当然である。

　産科学の立場からの研究は，都立築地産院の外来に来

，所したものにつレ・て質問紙調査を鶏した・’対象は妊娠

末期め妊婦110例であり，不安状態，経済的，社会的総

済魔境・身体的側面など1と関レた項目を内容とした質開

紙を作成して回答を求めた。身体的側面については腹部

の異常感や痛み亙疲労などを訴えるものが多いが，これ

らの項目と経済的，祉会的（家庭環境を含む）環境にお

ける不利な条件との相関を見たが・有意の差は見られな

かった。要するに， 今回の研究調査の結果からは，環境的

陰不利な条件は必ずしも妊婦の心身症的身体症状をひき

おこすとは限らなレ、という結果が得られたわけである。

研究（B）の結果．

　研究（B）では，現在の母親達が如何様な母性意識をも

っているか，ということを都市，農村の母親について聞

いたわけである。さらに母親達の意見と比較する意味で
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第2衰
学　歴

　小学校卒 中学校卒
高　　校　　短　　大 大 学

専門学大学院 N，A． 副・

地域 卒業麗岡麗測離校卒
新潟
小都市）

294　　　266　　　　　3　　　　33

3．7　　39，5　　　0．5　　　4，9

12

．8

23

．4

00

33　673人
，9　100％

和歌山

農村部）

50．9

202　　　263　　　　　4　　　　46

6．5　　47．6　　　0，7　　　8．3

81．4 16

．9

00

g　553入
，7　100％

東京
幼稚園）

31．9

18　108　　1　　8　　1
1，3　　67．9　『　0．6　　　5，0　　　0．6

95．7 10．61 53．2 00

5　159人
，2　100％

〃（保育所）
00

蝋］…
35．6 23．7 11．8

0　　54人
　工00％

〃（保健指導部）
10．4 6　89　　　　451
53乳7　・軌11

64

7．1

10．4 23

．8

31．3

4　236人
。7　100％

〃（妊産婦）
10．4

48　180　　2　　22
7．5　　65．5　　　0，7　　　8．0

72．5 10．4

王1

．0

00

3　275入
．0　100％

（総計 1，950人〉

第3表

滋讐2・　2・一25　6－3・歳3エー35歳136－4・　1－45歳　以一
計

新潟
　　（小都市）

0
0

19

2．8

193

28．7

293

43．5

126

18．7

和歌山

　　（農村部）

　3

0．5

47

8，5

151

27，3

224

40．6

　90

16．3

20

3．6

15　　　3
2．7　　0．5

553入

100弘

東京
　　（幼稚園）

0
0
0
0
　25

15．7

　75

47．2

　42

26．4

14

8．8

　1

0．6

　2　159人

L3　100％
〃　　（保育所）

00
　1

．9

　14

5．9

　18

3．3

　ユ7

1．5

　E　41

41　1

00 00
54入

00％

〃（保健指導部）
00

　30

2．7 調 　63

6．7

14

．9

00
　2

．8

　3

．3

236人
00％

〃

（姫産婦）

　2

0．7

　71

25．8

130

47．3

22瑠 　9

3．3

　1

0．4

0
0
0　275人

0　100％

（総　計　　1，950人）

短大生と妊産婦についても同じ質問を実施した。地域別

の対象の学歴と年齢は夫々第2・3表に示すごとくであ

る。

　最近では，未婚の子女がしばしば子どもを産んで処置

に困り，殺したり捨てたりする事件が数十件発生してい

るが，そうした行為に対してどのような意見をもるてい

るのか，を聞いたのが第1間（第4表〉である。結果は，

その行動を入道的に許せない行為だとし，飽く家でも自

分の貨任で育てるべきであるとするものが60～90鈴と過

半数を占めていた。特に農村地区の母親と妊産婦の場合

に圧倒的に多く，短大生の場合は，逆に30～40鈴と最も

少ない。r殺すより捨てた方がまだ生きるチャンスがあ

るからよい」とするものや，　「やむをえない」とするも

のはごく僅かで，むしろその他の意見の中の，　「事前に

処置なり・予防なりをすべきであった」とする意見が多

く見られた。その他では，性的無知を資める意見やr性
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第4表
〔問1〕結婚をしていないのに、子どもを産んでしま

　い，その処置に困って殺してしまった女子学生が

　います。あなたはそのことをどう思いますか。

　　1　とても許せない非人道的な行為であるし，あ

　　くまでも．自分で育てるべきである。

　　2　殺すよりも捨て子をした方が拾われるチャン

　　スがあるからまだましである。

　　3　結婚していないのに子どもを産んで育てても

　　決して子どもにとって幸福とはいえないから，

　　この場合や鞭をえない。

　　4　その他の意見

1・12 314N・A・1計
新潟1　　　446

36

（小都市）　66，4　5，3

32
148　　11673人

，821、9　L61po％

和歌山　　　　413　32　21　78　　9553人
　（農村部）　74・7　5・8　3・8　三4・1　1，6工OO％

東京　　107　12　1
　（幼稚園）　67・4　7・5　0・6

ノノ』　　　　　　　33　 　3r　　O
　．（保育所）　61・0　5・6　　0

　34　　5159人

2L4　3．1100％

　17　　　54人
31．5　1・9 1qo％

’疋 r　　　　137　 7　　8　　73　　11236人
（保健指導部）58、0 3，0　3、430，9　4・7100％

〃　　　　　　 206　　1

　（妊産婦）　74・9　4・4

“　　　　　　　　56　　9

　（短大生）　 37・8　6・1

U　　41　　5275人
4．4　 14．9　　1、8100％

認「羅
新潟　　40　3 12　29　690人
　（短大生）　44・5　3・3　13・3　32・2　6・7100％

教育の中で人間の生命の尊厳について教える必要があ

る」というような意見が30～40歳台の母親に多く見られ

た。

　夫婦中心の生活を考えるために，子どもを1人だけに

しておく 母親の生き方について（〔問2〕）の答えの中で，

r夫婦の生活より子どもの生活を考えて，もっと子ども

をつくうべきだ」とするものは農村の母親に多く・都会

より子ども中心の考えが強い。都会の場合でも妊産婦の

場合は，農村の母親に近い数字である。　r夫婦の生活も

大壌だからやむをえ数い」とするものは都会に多く，40

％近い数字である。　r1人っ子でよい」とするものは，

ごく僅瑛であり，全く見られない地域もある。しかし，

実際にはわが国の％の家庭が1人っ子家庭であるところ

第5表
〔問2〕夫婦中心の生活を考えて子どもを1人しかつ

　　くらない母親がいますが，あなたはそれを、どう思

　いますか。

　　1　夫婦の生活よりも子どもの幸福を考えて，も

　　っときょうだいをつくってやるべきだg

　　2　夫婦の生活を尊重することも大切だから事情

　　によっては1人に制限するのもやむをえない。

　　3　家族は本来夫婦が主体であるし，人口をこれ

　　以上増やさないためにも1人に制限すること曝

　　よいことだ。

　　4　その他の意見。

1・卜2い1、4 N・A桐．
新潟　　　r385　－191

7r 85

（小都市）　57，3、28、4．1．0 12。6

5673入
．7100％

和歌山　　　　360∵142・　1　40
（農村部）　65・125・7　0，2　7，2

10－r553入

．81．0％

東繭、調調1、露1 麗 　4159人．51QP％
〃　　　　　　　　　　　　　　23　；、　21　　　　　0　㌧　　 　2 54人

・71Qρ％

　〃　　　　　　　　　　103 　　97　 　　　5　　　』30

保健指導部） 43，7、4L1　2・112・7

　1 236人
．41qo％

〃　　　　　　　　　　 卜144’ ．　91　，　　　4　』　　21

妊産婦）52・41・51・59・8
　1215人
．3109％

〃・r　　　　　　　　　　66　　　　47・ 　　　0　　　　33

短大生）　44，531．8　　022・3

　2148人
．4100％

新潟　　　　57　271　0　　5’
（短大生）　63，4　30，0　　0　5，5

　』1　90人

1100％

に理想と現実のずれがうかがわれる。（第5表）

　次に，何回も入工中絶をする母親についてはジその行

為をrお腹の子どもの生命を軽視するもので許せない」

とするものは，〔新潟の短大生〕に最も多く， 次いで妊

産婦， 母親の順である。　r胎児｝馬まだ完全な人間でな．

いから事情があれば許される」とするものは・東京の幼

稚園の母親に多く，短六生には少ない。この胎児の生命

や子殺しに関レた質問り回答からは，妊産婦の人々の子

どもに対する強い愛情なリブ思いやりが特に瞳っきり見

られた。（第6表・〔問＄〕参照）

　〔問4〕（第7衷）に対して「子どものために離婚憤許

さるべきではない」とする意見に全面的に賛成硯事吻は

農村地域の母親に最も多いが，多くの母親は「事情にょ

＿291一



日本総合愛育研究所紀要

第6表
〔問3〕お腹の中にいる子どもを何回も人工中絶する

　　母親をどう思いますか。

　　1　お腹の中にいる子どもとはいえ，すでに生命

　　があるものだから，中絶などは決して許せない。

　　2　お腹の中にいるう1ちは生命があるといっても

　　まだ完全な人間とはいえないから，事情によっ

　　ては認めてもよい。

　　3　生れる前の子どもは人間とはいえないから・

　　親の都合で中絶してもかまわない。

　　4　その他の意見。

いi
21 314 IN・A・囹

新潟　　　　306
（小都市）　45，4

290

3．1 ・罧
12673人

8100％

和歌山　　　　264
（農村部）　47。8

220

9．8

　8　　58
．4　10，5

　3553入
．5100％

東京　　　　50
（幼稚園）　．3L4

　79

9．7

1　23161451 　6159人
．8100％

〃　　　　　　　20

保育所）　37、0

　19

5．2

　1　　13
1．9　24．0

　1　54人

9100％

　〃　　　　　　111

保健指導部）47。0

　91

8．6

　1　　28
．4　11，9

　5236入
．1100％

”　　　　　　143

妊産婦）　52。0

104

7．8

　4　　23
。5　8．4

　1215人

．3100％

〃　　　　　　66

短大生）　44，5

　47

1．8

0　　33

　22．3

　2照8人

4100％

新潟　　　　　57
（　〃　）　63，4

　27

0．0

0　　　5

　5．5

　1　90人
．1工00％

って許される」としている。そして「意にそわない結婚

生活ならばやめた方がよい」とするものが東京の母親や

短大生に多く見られた。農村の母親にはそうした意見の

ものは少なく，約20％見られるだけである。この結果か

らはr〈離婚＞に対する考え方がかなり年齢や地域によっ

て異な窮若い世代の女性には，非常に積極的な生濡に

対する姿勢や考えが浸透しているといえよう。

　経済的な必要がないにもかかわらず、仕事を家の外に

求めて子どもを他人に預けて働きに出る母親の生き方に

ついては，それをr絶対にいけない」とするものは20～

ε0％の母親であり，　「子どもが淋しい思いをしなければ

よい」とするものが最も多い。母親が働きに外に出るこ

とに積極的に賛成するものは，やはり保育所の母親に多

いが，金体を通じて母親が仕事で外にでることについ

第10集
／

第7衷
〔問4〕子どもをもつ母親が自分の生活を守るために

　離婚することについてどう思いますか。

　　1　子どものことを考えれば，いかなる理由があ

　　っても離婚など絶対すべきではない。

　　2　離婚することは子どもにとってよいことでは

　　ないが，事f冑によっては許されると思う。

　　3　母親が離婚することを決めるにはそれなりの

　　理由があるのだろうから意にそわない結婚生活

　　を続けるよりも離婚した方が母子のためによい。

　　4　その他の意見。

い　2
31 41N・A・1計

新　潟

（小都市）

150　334
2，3　49．6

164

4．4 認羅
和歌山

（農村部）

123　303
2．2　54．9

110

9．9

認「厭．

東京
（幼稚園）

　20　　90

2．6　56．5

　45

8．3
認漂．

〃（保育所） 　5　　27
．3　50．5

　20　

37．0

0　　　54人

　3，7100％

　〃

保健指導部）一

20　113

．5　47，9

　94

9．8

　7　　2236ノ、

・0　0，8100％

〃（妊産婦） 　40　154
4．5　56．0

　75

7．3

　3　　3275人
1　1、1100％

〃（短大生） 　7　　49
，7　33，1

　861
5絃11
　　　　14　　2148人
71・411・・％

新潟
（　〃

　　　6　　36
　6．740．0

　45

Q．0

　2　　1　90入

，2　L1100％

て・母親達の多くがそれを広める傾向にあることは今回

の調査の結果からも明らかである。（〔問5〕第8表）

　子どもを道づれにするという母子心中については，

r心情的には理解できるが，子どもを道づれにすべきで

はない」とする意見が圧倒的に多く，「死ぬなら1人で

死ぬべきだ」とする意見やr一緒に死ぬのが当然だ」と

する意見はあまり見られない。この間いに対する答えに

は・あまり地域差や年齢差は見られない。しかし，その

他の意見の中にr理性的に考えれば道連れにすべきでな

いことはわかるが，その場に臨まなければわからない」

という意見を述べる母親が数名いたが，心情的には理解

できるとした母親の中にも，その場に臨んだ場合，その

気持ちに引きずられる可能性が大きいものが当然含まれ

ていると見てよかろう。（〔問6〕第9我）
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第8表
〔間5〕経済的な理由からではなく，ただ仕事をもつ

　　ことに価値をみつけ，子どもを他人に預けて外に

　　働きに出る母親がいますが，そうした母親につい

　　てどう思いますか。

　　1　母親が家にいないとい：う状態は，子どもにと

　　って決してよいことではないから外に働きに出

　　ることはやめるべきである。

　　2　子どもに淋しい思いをさせなければ働きに出

　　てもよいと思う。

　　3　家から出て仕事をもつことは母親の視野を広

　　　くするから，おおいに働きに出るべきだ。

　　4その侮の意見1・1 21 3　、 4 1凡A4計
潟：

小都市）

23　　301
4．8　44，7

59

8．8

60

．9

19673人

．8100％

和歌山

（農村部）
麗調

43

．8

　55

0．0

1155β人

．0100％

由足（幼稚園） 　51　　73
2．1　45，8

　16

0．1

　17

0．7
L隷

〃（保育所） 　11　　20

0，4　37．0

　10

8．5

　11

0．4

　　54人
．7100％

　〃

保健指導部）

　73　　94
0．9　39．8

　24
2
　38

6．1

　7236人
．0100弘

〃（妊産婦） 工21』108
4．0　39．3

20

．3

18

．5

　8275人
・9100％

〃（短大生） 　26　　59

7．6　39．9

　26

7．6

　32

1．5

　5148人
・4 100％

新潟
　（〃　）

　28　　39

1，1　43．3

　8

8．9

14

5．6

　1・9Q人

1100％

　心身に障害をもった子どもを自分の手許から離して施

設に入れてしまうことについては，rあくまでも自分の

責任で，自分の家で面倒を見るべきだ」とするものは非

常に少なく，工0％前後にすぎない。しかし，その場合に

も妊産婦の場合は20％近いものが，　r自分の責任で面倒

を見るべきだ」としており，母性感情の強さを見せてい

る。残りの人々の意見はrできるだけ家で面倒を見るべ

きだが，施設入所もやむをえない」という意見や「斑親・

の責任ではないのだから，施設入所が当然」という意見
　　　　　　　　　　　　　　　ロ
にわかれているが，施設入所を認める傾向がかな一り強い

ことは今日の調査の結果からも明らかである。その他め

意見の「11には，　「家庭との閲係を断つことなく施設に収

容することが大事である」r家庭と施設との緊密な結び

第9衷
〔問6〕子どもを道づれにして心中する母親をどう思

　　いますか。

　　1　死ぬなら自分ひとりで死ぬべきであり，子ど

　　　もを道づれにするなどは許せない。

　　2　子どもを道づれにして一緒に死ぬ気持ちはよ

　　　くわかるが， 将来のある子どもをまきぞえにす

　　　るのはよぐないg

　　3　子どもだけを遺して死ぬことば・その子にと

　　 っても哀れであるから，一緒に死んだ方が子ど

　　　ものためにもよい。

　　4　その他の意見

いPI314N・A柵
新細蕊、認鯛．躍金
和歌山　　　　　78　β97　　39　　33　　6553入・（鎌）

14ほ7L7乳16，0・ 1』1’100％

東京　　　　　23
1U5 　11 　6　　4159人

（幼稚園） 14・572・3F6・93・8’ ・5ユOq％

〃　　　　、8F37　1 7　1騒入
保育所）　14ヒ86色4 1．913『0・1．要10α％

　〃　　　　　48㌧一、148”　15　17、　 8236人
保健指導部）90，3 62．7－614　7．2 314100％

〃　　　　　47　199　　8　18　　3275人
妊産婦）　　　17・1　　72・4　　　2・9　　　6・5　　　1・1　100％

〃　　　　　20　98r 11　17　　2エ48人
短大生）113．5　66，2　 7．4　1L5 1．4100％

新潟　　　　　16 61　　5　　8　　0　90入

（〃）17，867，8’5．5 8．9　0100％

つきの中で子ど碑騨錫挙きである捷する綿
がかなり多く見られた。（〔問7〕第10衷）

　小さい子どもを他人に預けて，夫婦だけで余暇を楽し

むことについては』それを「無責任な行為で，1静され漆

い」とするもめは30％前後見られるが，学歴の高い都市

の母親の場合は，』 大生と同じような傾向を示し』そう

した意見のものは15％と少ない。そして，「親といえど

もプ自分達の時問をもう‘δは当然とするものが20％と庇

倒的に多い。その徊め毎親の場合でも，条件づきで良し

とするものカ：50心60％とかなり多く，夫婦自身め生活を

大寮にする考え方が多くの人の聞に浸透していることが

うかがわれるQ（〔問8〕第11表）

　以上，研究（B）の調査結果から考えられることは必現
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第10表

〔問7〕 心身に障害をもつ子どもを収容施設に預けて

　　いる母親をどう思いますか。

　　1　 たとえ障害のある子どもでも母親として愛惰

　　　をもって自分で育てるべきであり，施設に委せ

　　　きりではあまりに無責任である。

　　2　障害のある子どもを世話し育てることは本当

　　に大変なことではあるができるかぎり家で面倒

　　をみた方がよい。

　　3　障害のある子どもを産んだのは母親に責任が

　　あるからではないし，そうした子どもを世話す

　　　るとなると，家族全員がその犠牲になってしま

　　　うから，不幸な人をそれ以上ふやさないために

　　　も収容施設に入れるべきである。

　　4　その他の意見。

・1 21 31 4 IN・A・囹
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　21
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在のわが騨の母親達の中には，かなり夫婦中心の思想や

母親自身の生活なり，人間性を強調する考えが強まって

いるということである。このことは，母親が仕事を家の

外に持つことや，離婚に対する態度，余暇の過し方など

に対する意見などからも明らかである。しかし，そうだ

からといって子どもの入格を無視するようなことがある

かといえば，必ずしもそうではなく，子殺しや中絶に対

する意見を見てもわかるように，子どもの生命に対する

尊重の思想は失われてはいない。要するに，現在では，

子どもだけの生活に没入することなく，自分自身の生活

も大事にしようという願いを多くの母親がもっていると

第11衷

〔問8〕　ちいさな子どもを人に預けて夫婦でレジャー

　　を楽しんでいる毎親がいますがどう思いますか。

　　1　母親として無責任きわまりない。

　　2　親といえども自分達の時間をもつことは，認

　　めてやるべきであり，たまにだったらよい。

　　3　親と子どもは趣味も遊びもちがうのだから，

　　親だけで楽しむことはよいことである。

　　4　その他の意見11 i21314 N・A・1 計
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10673入

100％

和歌山

（農村部）

3111 講「調
1．2

7553入
100％

東京
（幼稚園）

　50

1．4

　95　　　2　　11

9．8　　1，8　　6．9

　1

．6

159入
00％

ノノ

保育所）

　16

9．6

　27　　　2　　　7

0，0　3．7　13．0

　2

．7

54人

00％

　〃

保健指導部）

　37

5．7

170　　12　　13

2．0　5．1　5．5

　4

．7

236人
00鈴

ノノ

妊産婦）

　96

4．9

153　　4　　20

5，6　1．5　7．3 0．7

2275入

100％

〃（短大生） 　31

0．9

102　　　3　　12

9，0　2．0　8．1 0
0148入

100％

新潟
（　〃　）
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　1
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いえる。

　なお，こうした母性意織に関する調査では，地域差や

学歴差が項目によっては大きかったし，妊産婦のごと

く，現在妊娠という事実に直面している女性の場合に

苧ま，f也とは違った傾向力監見られ・た。　崖た，者5市の母親の

中でも学歴の高い母親の場合には，短大生に近い意見が

多く見られたが，概して農村の母親の場合より都会の母

親の方が，より夫婦中心の合理的な生活観なり，家庭観

をもったものが多いということはいえよう。

研究（C）の結果

　この研究では，母親がもつ不安の程度が育児にどのよ

うな影響を及ぼすかを検討する。調査対象は，幼稚園保

育園に子どもを通園させている母親。対象地域は，都市

部として東京都区内（788名）・郡部として，新潟県（395

名），宮崎県（479名）であるo
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第12表

讃　　　　　　　1 2 3 4 5 6 7 8 9 工0 脛．A．

東京都

冨788

58人

．4％

　95

2．1

152

9．5

157

9・9

工工8

5．0

109

3．8

48

．1

27

．4

　8

．0

　2

3、

14

1．8

新潟県

＝395

　6人

．5％

15

．8

　41

0．4

　73

8．5

　64

6．2

　76

9．2

　52

3．2

39

．9

16

．1

　7

．8

　6

．5

宮崎県

＝479

　5人　　旬

，0％　4、0

　51

0．6

　74

5．4

　88

8．4

10ε

2．5

　75

5．7

37

7．7

1ε・

．8

4・

．8

　0

．0

東京都

N冨788

新潟県

N＝395

宮崎県

N＝479

58人　　95
152 157

7．4％12．1　19，5　19・9

6人　　15
41 73

1。5％　3，8　10，4　18・5

5人　　旬
51 74

1，0％　　4、0　　 10．6　　 15，4

　1）各地域に於ける不安得点の分布

本研究は，Catte11の不安測定テスト（CA・S・）を行

い，それを軸として，その得点と育児態度との間に何ら

かの関連があるのではないか，という仮定に立ってい

る。次に，各地域におけるC・A・＄・の結果を標準得点別

に第12表に示す。

　表の横軸に示した1からioまでの数字は，C．A，S，の標．

準得点を意味し，枡の中の数字は，上が各標準得点に該

当する人数，下は％を表わしている。例えば，東京都の

全対象者である788人の母親の中で，標準得点1（不安

点に換算すれば0ん14点）であった母親は58人おり，新

潟県の場合，395入中6人の母親がこれに該当する。

　との表から・東京都の揚合，標準得点8以上，っま

りl　Catte亘1によれば，不安神経症やその 他精神衛生上

特に留意すべき問題潜あるとされる母親は全体の4．7％

であるのに対して，新潟県ではその割合が15⑱％，宮崎

県では12・3％になっている。逆に，精神的搭特に安牢し

ている，のんびりした，mot貢vationの乏レ焼場合もあ

るっと見倣される母親，つまリン標準得点1かも3まで

に該当するものの割合も， 東京都では・全体の39％近く

に達しているが，新潟，宮崎の両県では15％強にすぎ

ず，C，A、S，でみる限りでは，東京都の母親達よりも，郡

部の母親達の方溝筒い不安傾向をもっていると思われ

る0

　2）不安の程度と育児意識
　不安あ強い母親とそれほどではない母親の育児意識に

ついて，その結果をみていくことにする。

　東京，新潟，宮崎の斉地域別にC、A，S．の標準得点1か

ら3に該当する母親（低不安グループ・・LA）と8から

10に該当する母親（高不安グループ，HA）．に分け， そ

の回答傾向の違いをみたところ以下の通りであ．った。

うちの子に乱暴し七困る」と文句をいわれました。あな

たがそん訟ことをいわれたらどうしますか。（選択肢の

中からひとつを選ぱせた。以下同様）

イ夫と相談する。

ロ　子どもに注意し，様子を湯る。、

ハ　相手の母親に謝まる。

二　子どもを外に出さないようにする。

ホ　相談所に行って子どもをみてもらう。

へ何も気にしない。

ト　その他

チ　無回答
％’

東　　　京 新　　　潟 宮　　　崎

L？AH・、A
＝305N＝37

L。A
＝62
H・A
＝62
L・A
＝75

H り．A
＝59

ω㈲＠◎㈹的ω㈲

5．9

1．6

．5

．0

．0

．0

．6

8．4

5．4

7．6

6．2

．0

．0

．O

．0

0．8

　4．8

64．5

6．工

0．0

0，0

4．8

1．6

8，2

8．3

6．7

1．7

．0

．0

．0

．0

3．3

10．7

72．0

210ド

0．0

0．0

1．3

0■0

4，0

　0，0

79．7

15．3

0．0

0．0

1．7

．0，・0

3，3

宮

L・A
N＝75

崎

H り．A
N＝59

〔質問1〕　近所のお母さんから「おたくのお子さんは

　これをみると， r商不安グループ・低不安グルヶプとも・

子どもに注意し様子をみると答えているものが圧倒的に

多く，つぎに，相羊の母親に謝まるという答えが多かっ

た。子どもを外に出さないようにするといった極端な回

答セまみられなかっな。逆に・何も気にしないと答えたも

のが・東京新潟では不安り低いグループに著干みられ，

営崎では不安の商いグループに，より多く為られた。

〔質問2〕夫の帰りが仕事でいρも遅く，帰って くる

と必ず寝ている子どもを起し，あやしたり遊んだりしま

一295一
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す。あなたがその妻の立場だったらどうしますか。

イ別にかまわないo

ロ　夫の気持は分かるが，子どもが可哀そうだからやめ

、させる。

ノ、

ホ

ヘ

自分も一緒に子どもをあやす。

親に相談する。

その他

無回答

ω 3．6 2．7 8．1 14．5 13．3 16．9
（ロ）

90．8 ■91．9 82．3 75・8 78．8 78．0
セ9 0．0 2．7 3．2 3．2 2．7 3．4

ω 0．7 0．0 1．6 0．0 0．0 1．7

㈹ 2．3 0．0 0．0 1．6 5．3 0．0

的 2．6 2．7 4．8 4．9 0．0 0．0

　これをみると・大体似通った傾向を示しており，大半

のものが良識的な回答，つまり，夫の気持は分かるが，

子どもが可哀そうだからやめさせる，といった答を出し

ているQ又，別に構わない，と答えたものは特に郡部に

多くみられ・東京では全般に低かった。高不安グループ

と低不安グループとの回答傾向には特に大きな違いはみ

られなかった。

第10集

　〔質問3〕子どもの夜泣きがひどくアパートの隣人か

ら苦情が続いています。あなたがその母親の立場ならど

うしますか。、

イ　住居を変わるように夫に働きかける

F　隣人に事情を謡し納得してもらう

ハ　そんな苦情は無視する

二子どもが夜泣きしないように努力する

ホ　その他

へ無回答

　この結果をみると，子どもが夜泣きしないように努力

すると答えたものが全体に多く，つぎに，隣人に事情を

話して納得してもらうと答えたものが多くなっている。

ただ，東京都の高不安グループでは，回答が分散してお

窮この傾向は他にはみられない。さらに，そんな苦情

は無視するとか・住居を変わるようにはたらきかける，

といった答えは高不安グループに比較的多く，隣人に事

情を話して納得してもらう，と答えたものは低不安グル

ープ，それも郡部で顕著である。

　〔質問4〕家人が子どもを連れて離婚したいと相談匡

きました。あなたならその相談にどう答えますか。

イ　どんな事情にせよ離婚は絶対やめるように忠告する

ロ　離婚の決意が固いようなら忠告しても無駄なので離

　婚後の生活について相談にのってやる

ノ、

ホ

ヘ

あまり深くかかわりをもたないようにする

友人の好きな様にさせる

その他

無回答

東 京　　新 潟　　宮 崎

東 由夙 新 潟 宮 崎

L。A H・A L・A　H・A L，A H・A
N諾305N＝37 N＝62N謂62 N吊75N昌59

α） 0．7 29．7 1．6 1．6 2．7 6．8

（切 12．5 21．6 21．0 9．7 21．3 16．9

的 0．7 27．0 0．0 3．2 0．0 1．7

ω 77．7 21．6 74．2 71．0 70，7 71．2

㈱ 1．6 0．0 0．0 ・4，8 2．7 1．7

的 6・＄ 0．0 3．2 9．7 2．6 1．7

L・AH・AL・AH・AL・AH・AN＝305N胃37N旨62N＝62N＝75N罷59
儲） 27．2 29．7 40．3 40．3 53．3 32．2

⑰ 45．2 21．6 32，3 24．2 28．0 18．6

＠ 7．2 27．0 12．9 16．1 9．8 28．8
◎ 9．2 21．6 3．2 8．1 5．3 20．3

㈲ 7．9 0．0 4．8 1．6 2．7 0．0

的 3．3 0．0 6．5 9．7 1．4 0．0

　ここでは，低不安グループと高不安グループの意見の

選択傾向奉明らかに違ってきている。つまり，各地域と

も，高不安グループの方はこうした相談に対してあま堕

深くかかわりたくないとい乾気持を低不安グループより

もかなり強くもっている．といえよう。また，低不安グル

ープでは・離婚の決意が固いならあまり忠告せずその後

の生活について相談にのってやる，といった立場をとる

ものが多くなっている。高不安グループでは，他人の不

安にまで手がまわらないといった気持が窺われる。

　以上，C，A，S。の不安点の高いグループと低いグルー

プに分けて，仮定問題に対してどのように回答したかを

みて離わけであるが・繍としては両グノレ」プに意見

の顕著な相違はみられず，不安㊨程度の違いによるもの

よりも，地域差による違いの方が若干強く現われている

ように思われる。

3）不安と育児態度との関連について

前項では・C・A・S・の商不安グループと低不安グルー

一296一
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プが仮定問題でどのような意見あるいは立場をとるかを

みてきた。そこでつぎに，H。A、グループとL・Aグル

ープの間に育児についての考え方や態度に違いがあるど

かうかをみていくことにする。

〔質問1〕　あなたはお子さんが鼻カゼをひいた時には

どうしますか。

イ

ロ

ノ、

ホ

ヘ

構わず風呂に入れる

風呂に入れずに様子をみる

医者に行．く

央・姑に相鱗する　

その他

無回答

「臨 H・A置37 L・A＝62 H・A自62 L・A＝75 L・A＝59
ω 20．0 0．0 11．3 8．1 16．0 6．8

＠ 64，6’ 4．9 77．4 69．4 68．0 62．7

の 8．5 32．4 3．2 12．9 10．7 27．1

◎ 0．7 0．0 0．0 4．8 2．7 3．4

㈹ 2．0 O．0 0．0 0．0 2．7 0．0

囚 4．2 2．7 8．1 4．8 0．0 0．0

　これをみると，全グループ・’全地域を通じて・風呂に

入れずに様子をみる，と答えたものが過半数に達し1極

め七当然の処置をしているようである。しかし もう少し

・細かくみてい．くと，構わず風呂に入れると答えているの

はH・4より もL・Aグループに多く，逆に，医者に行

くというのはL・AよりもH・Aグループにより多くみ

られ，母親の不安の強弱が子どもの病気に対する処置の

仕方を変えるようである。 換言すれば，不安の高い母親

は子どもの病気に対して神経質で過保護｝となる傾向があ

るといえよう。

　〔質間2〕あなたはお子さんのことを理解していると

思いますか。

イ　よく理解している

ロ　時々分らないごとがあるがゴ 大体理解している≧思
』う

ハ　よく理郷できないで困っている

二 無回答

東　　　京 新　　　潟 宮　　・崎

L・A H。A L・A H。A L・A H・A
ω⑨の◎

21．6
3．4

1．3
．7

8．1

4．9

8．9
1

6．5

5．5
．6

．5

4．8

2．6

11．3
1、3、

24．0
6．0
．0

．0

．5．1

4♂7

10．2
0，0

　これをみると， 大体理解レている≧思うと答えたもの

が全体の約％あるいはそれ以上に達している。また，よ

く理解していると思うと答えたものは各地域とも低不安

グループの方が高不安グル〒プよりも多く，逆にうよく

理解できないで困っていると答えたものは高不安グルー

プによ勢多く遜られた。つまP・不安の高い母綿は・子

どもに対する理解といった面であまり自信をもっておら

ず，逆に，1自分自身にあまり不安をもたない母親は，子

どむを理解することにも楽天的であるようだ。

　〔質問3〕　あなたはご自分がお子さんの面倒をよくみ

ていると思いますか。

イ　よく面倒をみている

ロ　甲応のことはやづている

ハ　あまり面倒をみていない

二　無回答1

東・・京r 新　　　潟 宮　 崎

L夕A
R 。A L・A HづA L・A H・A

ω（・）の

◎

21．6

7．9

．9

．6

121．615915．

2ゴ7

　　　8．1
　　7工．0

6i2．12．9

　r－8。1

8，1

7．9

4．2

　9．8

22．6

2．1

・q

　　　618
　74．6

．
3　・18．6

　　0．O

　これをみても，不安の高い母親はそれの低い母親より

も子どもに関して自罰的・、自信裏失を示す傾向が強いと

いえよう。

　また，子どもを育てる上で困っ準り悩んだリナうこと

があるか，という質問に対しても商不安グループは低不

安グノレープよりも困ったり悩んだりすること演多いとい

う結果が出た。

　母親自身がもっている不安が育児面にも現診胞，不安

が強いほど育児に自信を甕くすといった傾向がみられ

るo

　〔質問4〕．あなたは世間の母親たちが育児についてど

のイ立悩んでレ、ると思いますカ》。

イ とても悩んでいると思う5

ロ　少し悩んでいると思う

ハ　あまり悩んでないと思う

二　無回答

東’　京 新　　　潟 宮　　崎

L・A H。A L・A H・A L・A H，A
（イ）

⑳②

11．5

2．6

20．3

5．6

27．0

8．6

6．2

．2

6．5

4．8

0．6

．1

32．3

3．5

．1

6．1

17曾3

2．0

8．0．

2．7

39．0
4．2

6．8

Q．0
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　これをみても明らかなように，不安が強く育児に自信

のない働親は，世冊の母親も自分と同様に育児について

悩んでいると考えているようである。逆に，不安のほと

んどない母親は世問の母親も，あまり悩みをもっていな

いと考える傾向があるといえよう。

　〔質問5〕　あなたは自分の悩みを相談できる人をもっ

ていますか。

イ　もっている

ロ　もっていない

ハ 無回答

ヨ鋼吊妻、1．隻

総
　⑳

85．6

0．1

．3

56．8

7．8

．4

74．2

7．7

．1

48．4
2．3

9．3

84．0

6．0

．0

79．7

7．0

．3

　これをみると，不安の高い母親たちは，それの低い母

親たちに比べて悩みを相談できる相手をもっている割合

が少なくなっている。この傾向は東京と新潟において強

く現われている。この結果か転相談相手のいるいない

が母親の精神衛生に何らかの影響を及ぽしていると考え

てもよかろうo

　〔質問6〕あなたはお子さんの養育をどのようになさ

っていますかo

イ

口

ノ￥

ホ

ヘ

ト

チ

夫と相談しながら行う

祖母や親類の者の意見をききながら行う

友入や近所の人の意見をきく

育児魯などを読む

専門家の意見をきく

自分ひとりで考えて行う

その他

無回答

α） 60．8 48．6 54．8 53．2 79．7 69．5
（ロ） 7．7 5．4 9．7 12．9 2．9 10．2
を9 9．6 27．0 9．7 11．3 5．8 10．2

◎ 2．7 0．0 0．0 0．0 1．4 0．0

㈲ 8．8 0．0 3．2 3．2 0．0 6．8

囚 7．5 16乙2 6乙5 4．8 7．2 1．7

（け 2． 9 2．7 1．6 0．0 2．9 1．7

粉 0．0 0．0 14．5 14．6 0．0 0．0

　これをみると，全体的な傾向としては，夫と相談しな

がら行う，と答えたものが半数かあるレ渓はそれ以上あ

り，自分の親や姑と相談するという母親は10％前後あっ

た。これらの結果だけでは，高不安グループと低不安グ

ループとの問に養育の仕方に差があるとはいえず，むし

ろ，都市部，郡部といった生活環塊によって養育の仕方

も変わってくるのではないかと思われる。

　〔質問7〕育児について現在あなたがもっている悩み

はどんなことですか。

（順　　束　　　　京 （順　　東　　　　京

悠　　L．A 隼　　H．A

L　しつけの仕方 L　しつけの仕方

2・　自分が病気をした時 2・家庭内での育児上の
育児・家事の世話をし 不一致

てくれる人がいないこ

と 3・　子どもの性格・気質

3・子どもの性格・気質 について

について 4・　自分が病気をした時

4・　子どもと接する時間 育児・家事の世話をし

が少ないこと てくれる人がいないこ

と

5・子どもの健康状態 5，子どもの健康状態

6．居住環擁の育児上の 6・相談相手のいないこ
劣悪さ と

7・子どもに遊び友だち 7．子どもと接する時間
がいないこと が少ないこと

　順　　新　　　潟
毬　　L．A

　
順　　新　　　潟
聾　　H．A

1．

2．

3．

4，

5．

6，

7．

　しつけの仕方

　子どもの性格・気質

について

　子どもと接する時間

が少ないこと

　自分が病気をした時

育児・家事の世言舌をし

てくれる人がいないこ

と

　家庭内での育児上の

意見の不一致

　居住環魔の育児上の

劣悪さ

　病院など医療機関の

ないこと

1．

2．

3．

　しつけの仕方

　子どもの性格気質に

ついて

　子どもの健康状態

4，　自分が病気をした時

　育児・家察の世語をし

　てくれる人がいないこ

　と

5・子どもと接する時問
　が少ないこと

6，　子どもの能力につい

　て

7・　家庭内での育児上の

　意見の不一致

　
順　　宮　　　崎
笹　　L．A

　順　　宮　　　崎
毬　　H．A

1，しつけの仕方

2，子どもの性格・気質

　について

L　しつけの仕方

2。　子どもの性格・気質

　につセ、て
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3．自分が病気をした時

　育児・家事の世話をし

　てくれる入炉いないこ

　と

4・子どもの健康状態

5・子どもと接する時問

　が少ないこと

6・生活習慣の確立がで

　きていないこと

7，子どもの能力

3，子どもの健康状態

4，　自分が病気をした時

　育児・家事の世語をし㌔

　てくれる人がいないこ

　と

5・子どもと接する時間

　が少ないこと

6．子どもの能力

7・家族への気兼ね

以上，現代の母親が育児を行う上でどのような悩みを

もっているかを示した。

　24の選択肢の中から好きなだけ選ばせて，各選択肢の

被選択頻度によって順位づけを行った。

　これをみてもわかるように，現代の母親が育児を行う

際にいちばん頭を痛めているのは，子どものしつけ方で

ある。これは，地域差に関係なく，また不安の高低に関

係なく，母親の一致した悩みである。次に，子どもの性

格・気質に関する悩みが挙げられている。また1順位に

着干の相違があるが，上位にランクされた悩みとしては

その他に，子どもの健康状態に関する悩みジ自分が病気

をした時の育児家事の世話をしてくれる人がいないとい

う悩み， 子どもと接する時聞が少ないといった悩みなど

が一様に挙げられている。

　4）考察

　本研究では，母親の育児不安について取り上げたわけ

であるが・そこには種々の問題が未解決のまま残されて

しまった。例えば， 不安の測定にC，A』S，を使ったこと

の適否・育児に関する悩みの内容はある程度つかめた歩

その悩みの程度を知ることができなかったこと7質問紙

という調査方法の限界等々が痛感させられた。

　現今，新聞等で育児ノイ ローぜとか母性喪失などと騒

がれている魁その実態をどの程度把握し，どのように

その因果関係をひき出したか，はなはだ疑問そあリジ 地

道な調査・研究活動による成果が望まれる次第である。

・W　要 約

　今回の研炎は表題にあるごとくわが国の母親達の精神

衛生が，現在どのような状態にあ窮　どのような型で育

児や子どもの生活に影響を及ぽしているか，ということ

を明らかにすることを目的としたものである。研究方法

は目的にそって問題を総合的に捉えることを目標にした

ため，次のごとき方法によった。

　①関連領域からの資料の蒐集

　②　母性意織に関する質問紙調査

　③母親の不安に関する質問紙調査

　研究は産科学，小児保健学，社会学，心理学，精神医

学の5つの分野の研究者の協力をえて行った。その結果

は以下のごとくである。

　1）現在の母親の育児態度や母性意識には次のような

傾向がみられた。

④　母子それぞれの生活を尊重するような生活態度を示

　す母親が多いことは・離婚や母親の就業に対する意見

　などからも明らかである。

◎　保健指導や養育相談の事例研究によると過度の一体

　化からの過保談的態度を示す母親と自己の生活を優先

　させる拒否的な母親の存在が多く見られた。

⑪　　母親の磁意識壱こ｝まン　年齢，　地域，　学歴など｝こより

　かなりの差が見られるo都市の母親や学歴の高い母親

　などは合理的に母子関係を考えるものが多い。

◎　妊娠中の女性は，母性意識が他の場合より強い。

　2）母親の問題行動の背景には・常に家族関係におけ

る葛藤や歪みが見られる。このことは，小児に対する虐

待，神経症の母親などの場合についてもいえる。特に母

親自身の生育家族との関係と夫婦関係について注目する

必要がある。

　3）精神衛生に問題をもった母親の場合にも，揚導が

適切の場合は子どもに対する悪影響は阻止可能である。

このことは保健指導の来所ケースの中の母親に問題をも

った子どもの生活なり，発達の経過を見ても明らかであ　　，

り，かなり深刻な状態にある母親の場合にも，指導が効

果的に行なわれているケースの場合は，ほとんど子ども

に対する悪影響は見られない。

　4）不安尺度による調査結果では，農村部の母親に問

題をもったものが多い。幼児をもつ現在の母親の不安，

悩みの内容について見ると，子どものしつけや性格に蘭

したものが非常に多く見られる。その揚合・都会の場合

は自分の健康が失われた時のことに対する不安を餌える

ものが多い炉，これなども，結局，近隣関係における人

間閲係の冷たさを示すものといえよう。また，不安尺度

において・不安を強く示した母親の揚合，子どもの扱い

において過保護な態度をとるものが多く見られるし，育・

児に自信を失っているものも多い。その他・相談相手を

持た詮い母親の中にも，不安を強く示すものが多く見ら

れた。この結果からも・現在の母親の育児に見られる歪
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みの背景には，母親自身がもつ不安というものが強く働

いていることは確かである。そして，その不安を生み出

しているものとしては，母親の生活の中における孤立し

た生活やしつけについての自信の礎失などが考えられ

る。また，農村部の母親に不安を強く示す母親が多く見

られたζとについては，質問紙のみに頼って軽々しく断

定すべきことではないかもしれないが，現在の過疎化が

急速に進みつつある農村部の母親の気持ちの中に，不安

が多く芽生えていることは充分考えられよう。

V　結

　母親の精神衛生に関して，今回は非常に幅広くその問

題を捉え，多種にわたる調査なり，研究を行なったわけ

であるが，問題が非常に複雑であ勤多くの問題や条件

が錯綜しているため，はっきりした型で結論をだすに至

らなかったことは率直に認めざるをえない。しかし，母

親の精神衛生の問題が，現在どのような型でわが国の母

子関係の中に位置し・母親や子どもの生活に影響を及ぽ

しているかなどのことについて，大体の傾向のごときも

のはつかめたと思う。母性意識にしても，以前から考え

られていたものとはかなり異なる傾向が見られ，母子関

係のあり方なども，母子密暗の状態から互いの生活を守

るために距離をおこうとする努力がなされていることが

今日の調査の数字の上からもうかがわれる。要するに，

語

母子関係のあり方についても新しい考え方が浸透し，大

きな変容がみられるわけである。しかし，これはあくま

でも過渡的な段階に止っているものであって，非常に不

安定な状態におかれていることは確かである。そして，

そのことが子どもの生活を混乱させ，不安定なものにし

ていることも今回の研究の対象となった諸華例からも明

らかである。

　そこで，母子関係のこうした状態を一日も早く改善し

安定した，望ましい母子関係を確立することが今後の大

きな繰題なわけであり，研究をそうした面にそって発展

させることが強く望まれる。

　なお本研究は昭和48年度の厚生省委託研究の一部であ

るo

‘
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